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相貌 発想力 活動性 純粋性 対人技能 合計
1年生（9名）      
2年生（23名）      
3年生（5名）      
4年生（2名）      


















複数の相貌的特徴を記述した場合でも  としてカウントした。結果は，7DEOH の通りであ
る。




















































 学生  名中，教師姿勢に言及した者が  名，能力期待に言及した者が  名であった。
また，教師姿勢の中でも，もっとも多く見られたのが規範提示（ 名）であり，次いで主











規範提示 主体保障 経験保障 経験共有 計（人）
1年生     
2年生     
3年生     
4年生     
計（人）     
Table2　教師姿勢の回答人数
個性尊重 自己制御 社会技能 社会意識 計（人）
1年生     
2年生     
3年生     
4年生     
計（人）     
Table3　能力期待の回答人数
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
つ素朴な教育観を可視化し，その傾向を明らかにした。
 記述内容の分析から，学生は自由奔放な子ども像と対人技能の未熟な子ども像を多く持
っていることが明らかとなった。また，多くの学生が子どもの自己制御や社会規範を身に
つけさせることを重視した教師像を持っていることがわかった。
 本研究では，学生のもつ子ども像から演繹的に導き出された教師像を元に，学生のもつ
教育観を検討した。そのため，当初学生が想起した子ども像に教師像が強く影響を受けて
いた可能性がある。今後は，対極的な子ども像を想起させ，それらに応じた教師像を記入
させるといった工夫を行う中で，より幅広い教育観を捉えることが出来ると考えられる。
また，本研究ではグループワークによって他の学生の教育観に触れることで，学生の中
にどのような変化が生れたのかまでは検討できていない。今後は，こうしたグループワー
クのプロセスを踏まえて学生の教育観の変化を捉える研究が必要と言えよう。

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